
公民館講座のご案内
　中央公民館と石岡地区の府中、東、城南、国府の各地区公民館では、９月から開講する講座
の受講生を募集します。この機会にあらたな趣味や余暇の過ごし方を見つけて見ませんか？
　ご夫婦、友だち同士での参加も大歓迎です。みなさんの申し込みをお待ちしています。

　《 知識を高める各種講座 》　

平成19年度後期

講座名 講　座　内　容 開　催　日
曜日
時間

定 員 費　用 申込先

やさしい英会話
やさしい英語表現を身につけ、自分
自身や日常生活について英語で表現
してみましょう

10/4.11.25

11/1.8.15.22.29

木曜日
10:00 ～

12:00
20 名 無料

府中地区公民館
童謡と唱歌

ちょっと懐かしい童謡などをみん
なで楽しく歌いましょう

10/3.17.31

11/14.28

水曜日
10:00 ～

12:00
50 名

新規受講者は

850 円

ボタニカルアート
水彩色鉛筆を使ってお花のぬり絵を
楽しむ初心者向け講座です

10/10.24,11/7.21

12/5.19

水曜日
10:00 ～

12:00
10 名

新規受講者は

5,000 円

着付け
留袖・訪問着を一人で着られるよ
うになりましょう

10/13.27,11/10.24

12/8.22

土曜日
13:30 ～

15:30
15 名 無料

芸術にふれる講座
秋の一日を楽しみながら、絵画、工芸、
文学等に触れ感性を養いましょう 10/18

木曜日
7:00 ～
17:00

35 名 2,900 円 東地区公民館

郷土の歴史を学ぶ
①人や土地の名前
②八郷地区の寺院
③中世八郷の郷主たち

10/2.16,11/6.20
12/4

火曜日
13:30 ～

15:00
30 名 無料

中央公民館芸術鑑賞
五浦方面（天心記念五浦美術館、
六角堂、野口雨情記念館） 11/17

土曜日
8:30 ～
17:00

30 名 3,500 円

着付け入門
着物の装い方を身に付け、和装での
立居振舞い、マナーを学びましょう

9/28,10/12.26
11/9.30,12/14
H20,1/11.25

金曜日
19:00 ～

21:00
15 名 無料

歴史探訪
史跡めぐり

ひたちなか市（旧那珂湊地区）、土
浦市、北総の小江戸佐原の史跡や名
勝を訪ね、新しい発見をしましょう

10/25 ひたちなか
12/20 土浦

H20,2/21 佐原

木曜日
8:30 ～
17:00

25 名
連絡用ハガキ

100 円
他は実費

国府地区公民館

源氏物語を楽しむ
光源氏の結婚　古典に親しみ、物語
を読む楽しさを知りましょう

10/24,11/14.28
12/12.26

H20,1/9.23,2/13

水曜日
14:00 ～

16:00
30 名 本代

840 円

みんなで
楽しく歌おう

昔なつかしい心にひびく童謡・唱
歌・抒情歌を歌いましょう

9/28,10/19
11/9.30,12/7

金曜日
9:45 ～
11:45

30 名 1,000 円 城南地区公民館

山野草寄せ植え
手頃な花木で自然の野山の再現に
挑戦します。盆栽の基本から作品
を作ります

10/20,11/10.24
12/1.15

土曜日
9:30 ～
11:30

20 名 10,000 円

中央公民館

里山ウォーキング
ウォーキングの基礎を学び、楽し
く歩きましょう（雨天は室内体操
です）

9/30,10/14
11/11

日曜日
9:30 ～
11:30

20 名 無料

　《 手芸・クラフト関係 》　

陶芸講座
色と形の技法を学び、陶芸の楽し
さを味わいましょう

10/11.25
11/8.22.29

12/6.20

木曜日
9:30 ～
11:30

20 名 7,000 円

東地区公民館
話題の

布ぞうり講座
使用済み T シャツなどを利用し家
の中で履くぞうりを作りましょう

10/24.31
11/14.28

水曜日
10:00 ～

12:00
20 名 200 円

カントリーテイス
ト・パッチワーク

今秋はあたたかなカントリーテイス
トのキルト作りから始めませんか

10/5.19,11/2.16
12/14,H20,1/11

2/8.22

金曜日
10:00 ～

12:00
20 名 7,500 円

国府地区公民館

まゆクラフト
小さなカイコのまゆを使って、四
季の花を咲かせて日本の文化に触
れてみましょう

10/4.18,11/8.22
12/13,H20,1/7.31

木曜日
9:30 ～
11:30

20 名 7,000 円
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講座名 講　座　内　容 開　催　日
曜日
時間

定 員 費　用 申込先

陶芸
手ひねりで陶芸を楽しむために必
要な初歩的体験をしましょう

9/29,10/13.27
11/10,12/1
H20,1/12.26
2/9.23,3/8

土曜日
9:00 ～
11:30

15 名 5,000 円 中央公民館

プリザーブド
フラワー

基本アレンジをマスターし、室内
を美しく飾りましょう

10/4
11/1
12/6

木曜日
13:30 ～

15:30
20 名 5,000 円

城南地区公民館
ホームウエアーを

作る
なごみの和布でエプロンか作務衣
を縫いましょう

10/16.23.30
11/13.20

火曜日
13:00 ～

15:30
15 名

材料費
エプロン1,000 円
作務衣　800 円

初めての太極拳
太極拳の穏やかな動きと呼吸法で
心身の健康保持に努めませんか

11/7.21,12/5.19
H20,1/16, 2/6.20

水曜日
10:00 ～

12:00
20 名 無料

国府地区公民館
ボール

エクササイズ
ボールを使い、日常生活を活動的に
送れる体力と筋力をつけませんか

10/5.19,11/2.16
12/7.21

H20,1/18.25

金曜日
13:30 ～

15:00
50 名 ボール代

900 円

フラフラ楽しい
フラダンス

ハワイアンの甘い調べにのって優
雅に足腰を鍛えましょう

10/12.26
11/9.30
12/14

金曜日
10:00 ～

11:30
20 名 無料 府中地区公民館

スポーツ吹き矢
腹式呼吸の健康法を身につけると
ともに、吹き矢の醍醐味を味わい
ましょう

10/5.12.26
11/2

金曜日
9:30 ～
11:30

20 名 1,000 円

城南地区公民館

いきいき
ヘルス体操

楽しく体を動かして健康な体づく
りにつとめましょう

10/4.18
11/1.15.29

12/13

木曜日
13:30 ～

15:00
30 名 無料

自力整体
老廃物を排出して暖かくスッキリ
した体をつくりましょう

10/11.18.25
11/1.8.15

木曜日
9:30 ～
11:30

30 名 無料 東地区公民館

みそづくり
無添加の自家製みそを作りましょ
う

10/26
金曜日
9:30 ～
12:00

24 名 2,900 円
樽代 650 円

中央公民館

豆腐と
こんにゃくづくり

地元で採れた大豆とこんにゃく芋
を使って美味しい豆腐とこんにゃ
くを作りましょう

10/27
土曜日
9:00 ～
12:00

24 名 700 円

かんたん料理教室
炊飯ジャーで作る美味しいケーキ
や、手間をかけない本格カレーを
作りましょう

12/2
H20,1/20, 2/17

日曜日
9:30 ～
12:30

20 名 3,000 円

自分で作る
酪農製品

手作りの美味しいバター・アイス
クリーム・ソーセージづくりに挑
戦しましょう

11/18
日曜日
9:30 ～
12:30

24 名 700 円

おもてなしの
料理講座

食卓を素敵に演出するピザやお寿司
でワンランク上の料理を学びます

10/23.30
11/6.20

12/4( 館外 )

火曜日
9:30 ～
12:30

24 名 3,000 円 東地区公民館

家庭のすし
あれこれ

手軽な食材で、家庭で作れる簡単・
豪華な、すしを作りましょう

10/2.23.30
11/6.13

火曜日
10:00 ～

13:00
20 名 4,000 円 府中地区公民館

男性の料理
料理の基本を学び、家庭の中でも
役立てよう

10/13.27,11/10.24
12/8.22

H20,1/12

土曜日
9:30 ～
12:30

20 名 5,000 円

城南地区公民館
簡単でおいしい

ケーキ作り
季節感のあるケーキ作りをパティシ
エに教わります

10/2.16
11/13

火曜日
9:30 ～
12:00

20 名 2,000 円

　《 いきいき健康講座 》　

　《 料理講座 》　

　《 手芸・クラフト関係 》　つづき
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講座名 講　座　内　容 開　催　日
曜日
時間

定 員 費　用 申込先

はじめての
パソコン

文字の打ち方からはじめて、パソ
コン操作の基本を学び、簡単な文
を作成します

9/30,10/7.14.21
11/11.18.25

12/2.9.16

日曜日
9:30 ～
11:30

20 名 2,200 円 城南地区公民館

パソコン入門
パソコン基本操作とワードの基礎
を学びましょう

10/4.11.25
11/1.8.15.22.29

12/6.13.20
H20,1/10

木曜日
13:30 ～

15:30
18 名 2,200 円 府中地区公民館

パソコン入門
パソコンの基本操作とワードの基
礎、ファイルの管理を学びます

10/5.12.19.26
11/2.9.16.30
12/7.14.21
H20,1/11

金曜日
13:30 ～

15:30
20 名 2,200 円 東地区公民館

パソコンワード
活用講座

ワード機能を活用し、お知らせ・
地図・カード類を作成して、ワー
ドの世界を広げませんか

10/16.23,11/13.27
12/11.18

H20,1/8.22, 2/19.26

火曜日
9:30 ～
11:30

15 名 200 円 国府地区公民館

　《 パソコン講座 》　

◇ 申込期間　９月２日（日）～ 15 日（土）　9:00~17:00
※９月３日（月）・10 日（月）は休館日のため受付はできませ
　んのでご注意願います。
※受講者は、市内在住の方と在勤者となります。また、申し込
　み多数の場合は、抽選となりますのでご了承ください。

○中央公民館 ☎ 43-6262　  ○東地区公民館 ☎ 26-6503

○府中地区公民館 ☎ 24-1530　○城南地区公民館 ☎ 26-3341

○国府地区公民館 ☎ 22-2940

◇ 申込期間　９月７日（金）～ 20 日（木）9:00 ～ 17:00
    ただし、月曜日は休館ですので申し込みはできません。
※申し込み多数の場合は、抽選となります。また、申し込みが
少ない場合は、中止することもありますので、ご了承ください。

◆各講座の問い合わせ

◇ 申込方法　希望する講座が開設される公民館へ直接申し込 
　みください。（電話、ファックス、ハガキでは申し込めません）

講座名 講　座　内　容 開　催　日
曜日
時間

定 員 費　用

初心者ギター講座
ギターを鳴らし、楽しみながら、演奏
の基本テクニックを学ぼう

10/5.19
11/2.16
12/7.21

金曜日
19:30 ～

21:30
15 名 資料代

大正琴講座
弾く楽しみ、奏でる喜び、あなたの豊
かな趣味に大正琴をはじめませんか？

10/4.18
11/1.15

木曜日
10:00 ～

12:00
10 名 無料

韓国語講座
韓流の世界をあなたも体験してみませ
んか？言葉だけでなく料理、文化も教
えます

10/6.13.20.27
土曜日

10:00 ～
11:30

15 名 資料代

タオルで作る
布ぞうり講座 夏はタオル、冬はフリース

これで一年中気持ちいい！

10/4.11
木曜日

14:00 ～
16:00

15 名 無料

フリースで作る
布ぞうり講座

10/25
11/8

木曜日
14:00 ～

16:00
15 名 無料

プリザーブド
フラワー講座

生花が本来持っている美しさや、やわ
らかい感触を何年も保つことが出来る
アートフラワーです

10/3.17.31 
  11/14

水曜日
14:00 ～

16:00
15 名 10,000 円

手芸講座
自分で作品を創り、作品の完成を目指
すことの楽しさと温もりのある作品を
…

10/5.19
11/2.16
12/7.21

金曜日
9:30 ～
11:30

15 名 2,000 円

ヒップホップ
ダンス講座

ヒップホップで楽しくシェィプアッ
プ！ AYUMI と踊ろう☆

9/29
10/6.13.20

土曜日
10:30 ～

11:00
20 名 無料

健やか、奏でる、温もり講座石岡市旭台会館

◇ 申込方法　受講希望者は、石岡市旭台会館へ申し込みく
ださい。電話、ファックス、E-mail での申し込みも可能です。
◆  問い合わせ　石岡市旭台会館　☎ 26-1366  
　  FAX 26-1780　E-mail  asahidai@smile.ocn.ne.jp

広報いしおか　№４６　２４
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壺
形
土
器

上
野
遺
跡
は
、
高
浜
地
区
に
あ
る

遺
跡
で
す
。
平
成
11
年
に
試
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
竪
穴
住
居

跡
63
軒
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く

の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
壺
形
土
器
は
、

住
居
跡
か
ら
で
は
な
く
、
幅
４
ｍ

ほ
ど
の
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
溝
は
、
途
中
で
ほ
ぼ
直
角

に
曲
が
っ
て
お
り
、「
方
形
周
溝
墓
」

と
い
う
、
四
方
に
溝
を
巡
ら
せ
た
、

お
墓
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

土
器
を
観
察
し
て
み
る
と
、
２

個
体
と
も
に
、
土
器
を
焼
く
前
か
ら

底
に
穴
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
日
常

で
使
う
も
の
で
は
な
く
、
お
墓
に
供

え
る
も
の
と
し
て
、
専
用
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
写
真
の
よ
う
に
、
同
じ

よ
う
な
土
器
が
２
個
体
も
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
墓
の
ま
わ
り
に

土
器
を
め
ぐ
ら
し
、
お
墓
を
区
画
す

る
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
な
底
に
穴
の
開
け
ら

れ
た
壺
形
土
器
は
、
染
谷
地
区
の
二

子
塚
遺
跡
や
、
佐
久
地
区
の
佐
自
塚

古
墳
で
も
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
例
は
古
墳
時
代
の
始
ま
り

（
１
７
０
０
年
前
頃
）
に
多
く
、
古

墳
時
代
に
盛
行
す
る
「
埴
輪
」
の
さ

き
が
け
的
な
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

上
野
遺
跡
か
ら
北
西
へ
１
㎞
余

り
の
と
こ
ろ
に
は
、
以
前
ご
紹
介
し

た
、
県
内
最
大
規
模
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る
舟
塚
山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

上
野
遺
跡
に
お
け
る
方
形
周
溝
墓
の

被
葬
者
が
、
の
ち
の
舟
塚
山
古
墳
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

上
野
遺
跡
や
二
子
塚
遺
跡
出
土
の

壺
形
土
器
は
、
常
陸
風
土
記
の
丘
展

示
室
に
て
展
示
中
で
す
。

不 動 産 12 件
預 金 34 件

生命保険 10 件

 合 計 56 件

 本年度累計 159 件

７月の差押件数

　

税
務
課
で
は
、
市
の
家
屋
台
帳
と

現
況
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

市
全
域
で
確
認
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
宅
へ
伺
い
、
調
査
内

容
の
説
明
を
す
る
と
「
車
庫
や
倉
庫

も
課
税
さ
れ
る
の
？
」
な
ど
の
質
問

が
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
家
屋
評

価
の
詳
し
い
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
の
家
屋
の
認
定
】

※
登
記
の
有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

土
地
へ
の
定
着
性
…
基
礎
を
有
し
て

い
る
か
ど
う
か
。

※
移
動
が
で
き
る
物
置
等
基
礎
が
な

い
も
の
は
家
屋
と
は
認
定
し
ま
せ
ん
。

外
気
遮
断
性
…
雨
風
を
遮
る
屋
根
お

よ
び
外
壁
を
３
方
向
有
し
て
い
る
か

ど
う
か
。

※
カ
ー
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
屋
根
を
有

し
て
い
る
が
外
壁
の
無
い
も
の
は
家

屋
と
は
認
定
し
ま
せ
ん
。

床
面
積
要
件
…
建
築
確
認
申
請
は
10

㎡
以
上
の
床
面
積
が
あ
る
と
必
要
に

な
り
、
固
定
資
産
税
の
対
象
は
、
10
㎡

以
上
の
床
面
積
の
家
屋
と
な
り
ま
す
。

【
家
屋
の
評
価
】

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

場
合
の
固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、

国
の
家
屋
調
査
票
（
全
国
統
一
）
に

基
づ
き
、
床
・
天
井
・
柱
・
内
壁
・

夜
間
納
税
相
談（
毎
月
１
回
）

　

９
月
20
日
（
木
）

　
　

午
後
５
時
30
分
～
８
時

詳
し
く
は
、市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
・
１
１
３
）

外
壁
・
屋
根
等
の
仕
上
げ
お
よ
び
施

工
量
を
現
地
調
査
に
よ
り
計
算
し
、

評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、
賦

課
基
準
日
が
１
月
１
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
築
・
増
築
し
た
翌
年
度
よ

り
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
、
一
年

の
減
価
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
構
造
や
種
類
に
よ
っ
て
減

価
率
が
異
な
り
ま
す
。

<

例>

木
造
家
屋
の
専
用
住
宅

　
　

０
・
８
（
二
割
減
価
）

鉄
骨
造
の
専
用
住
宅

　
　

０
・
８
（
二
割
減
価
）

【
新
築
家
屋
の
税
の
軽
減
】

　

要
件
を
満
た
せ
ば
、
一
定
期
間
税

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

家
屋
の
種
類
…
専
用
住
宅
ま
た
は
併

用
住
宅

※
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
が
２
分
の

１
以
上
あ
る
も
の
が
対
象

床
面
積
要
件
…
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

※
一
戸
建
以
外
の
貸
家
住
宅
は
40
㎡
以
上

減
額
さ
れ
る
範
囲
…
居
住
部
分
の
み

が
対
象
と
な
り
、
全
体
の
床
面
積
の

１
２
０
㎡
ま
で
の
部
分
の
税
額
が
２

分
の
１
に
な
り
ま
す
。

減
額
さ
れ
る
期
間

・
一
般
住
宅
→
新
築
後
３
年
間

・
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅

等
→
新
築
後
５
年
間

【
家
屋
の
評
価
替
】

固
定
資
産
税
は
３
年
に
一
度
評

価
替
を
実
施
し
、
評
価
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
家
屋
の
評
価
替
は
、
国

の
新
基
準
に
よ
り
同
じ
家
屋
を
評
価

替
の
時
点
に
お
い
て
建
て
た
場
合
、

価
格
が
い
く
ら
に
な
る
か
再
計
算
を

行
い
ま
す
。

こ
の
新
基
準
に
よ
り
求
め
た
再

建
築
価
格
に
、
建
築
し
た
年
か
ら
の

経
過
年
数
に
よ
る
減
点
補
正
を
行

い
、
新
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。
こ

の
新
評
価
額
が
前
評
価
額
を
下
回
る

場
合
、
下
回
っ
た
も
の
が
新
評
価
額

と
な
り
、
上
回
っ
た
場
合
は
前
評
価

額
を
据
え
置
き
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
税
務
課 

資
産
税
担
当

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
４
・
１
１
５
）

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の
税
！

▲上野遺跡出土　壺形土器

２５　広報いしおか　№４６

時
の

記
憶



　　　　　　　　　　　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
ひ
女 ひ
ひ

　市では、「さわやかハーモニーセミナー」を開催しています。今回は、
県女性プラザへの公開講演会に参加します。ぜひ、参加ください。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

子
ど
も
た
ち
に
は
見
せ
た
く
な
い

情
報
も
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー

ジ
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
見
せ
た
く

な
い
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

す
る
機
能
を
い
い
ま
す
。

『
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
方
式
』

○ 

ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
…
…
子

ど
も
に
と
っ
て
安
全
で
有
益
と
思
わ

れ
る
サ
イ
ト
の
み
に
ア
ク
セ
ス
可
能

○ 

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
…
…
出

会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
と
思

わ
れ
る
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限

○ 

利
用
時
間
制
限
…
…
子
ど
も
が

夜
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

夜
間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
す
べ
て
の

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
停
止

【
利
用
方
法
】

携
帯
電
話
の
場
合

　

携
帯
電
話
各
社
が
「
無
料
」
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み

先
は
、
シ
ョ
ッ
プ
店
頭
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、w

eb

サ

イ
ト
、モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
場
合

① 

家
電
量
販
店
で
販
売
さ
れ
て
い

る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
パ
ソ

コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
方
法

② 

プ
ロ
バ
イ
ダ
が
提
供
し
て
い
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
加
入

す
る
方
法

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
を
提
供
し
て
い
る
メ
ー

カ
ー
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い
!!

モ
ノ
を
購
入
し
た
り
、
契
約
す
る
と

き
、
特
に
高
額
な
場
合
、
即
決
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午

後
４
時
30
分

〜夢を走り続ける女たち〜

有
害
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス

日時　10 月 14 日（日）午後１時 30 分～３時
場所　レイクエコー 茨城県女性プラザ（行方市宇崎 1389）
出発時間　八郷総合支所　午前 10 時
　　　　　市役所本庁舎　午前 10 時 30 分
申込方法　電話で、住所・氏名・電話番号・乗車場所をお知らせ
　　　　　ください。
申込締切　９月 19 日（水）まで
　　　　　※ただし、バスの都合上、15 名になり次第締め切ります。
その他　昼食代として当日に 800 円お預かりします。
　　　　（館内への飲食物の持ち込みは禁止）
問い合わせ　
　　　　市役所 企画課 男女共同参画担当　
　　　　☎ 23-1111（内 222）

講師 増田　明美（スポーツジャーナリスト）

『
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

レイクエコーフェスティバル
　　　一般参加者募集

女性のための困りごと相談  
　　　　　　　　13:30〜16:00

■市役所１階相談室　毎週木曜日　
■中央公民館相談室　
　毎月１回（今月は９月 26 日）
※休館日などで変更になる場合があ
りますので、事前にご確認ください。
　
　女性相談員が悩みごとの相談をお
受けします。1 人で悩まずにご相談
ください。秘密は厳守します。電話
での相談もお受けします。必ず事前
に電話で予約してください。
＊離婚、配偶者やパートナーからの
暴力、セクシュアル・ハラスメント、
子育てなどの悩みごと。
■問い合わせ・相談予約先　
　市役所 企画課 男女共同参画担当
　☎ 23 - 1111（内 222）

広報いしおか　№４６　２６



　　
まちかど情報センターニュース ☎ 27－5171

詳しい内容は、まちかど情報センターへお問い合わせください。
駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営を行っています

☆９月のコミュニティ … どなたでも参加できます
◆第81回  まちかど音楽祭　 9/30（日）   14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　　9/  8（土）   14：00
◆折り紙教室　　　　　　　　9/22（土）   13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　　 10：30
◆心と体の健康相談/おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　　 10：00
◆日本語教室　　　　　     　　 毎週金曜　　 10：00
◆ちりめん小物つくり　　　　第1土曜　 　  　　 11：00

９月30日（日）14:00～

第81回まちかど音楽祭

ウクレレ コンサート

『じてんしゃ図書館』現れる!!

たんぽぽの会の皆さまの作品です。
たかが紙、されど紙、折り方ひとつで
こんなに表情がでるなんて……。
必見の価値あり !! この機会にぜひどうぞ！
まちかど情報センターでは、毎月第４土曜
日（通常）に折り紙教室を開催しています。

　館長の土居一洋氏は、平成
16年『百年の愚行』の出会い
により、『じてんしゃ図書館』
を設立し、全国をまわってい
ます。５冊の本をお借りしまし
たので、お読み下さい。そして、
読み終わったあとに本の裏表紙
に葉っぱを書いて、次の方に回
して下さい。

油性マーカーで描いた
前島良治作品展
９月９日まで開催中

折 り 紙 作 品 展 ９月22日（土）
　　　　～29日（土）

あなたのBest Shot!　企画展
　今年のおまつりのスナップ写真をまちかど情報
センターまでお持ちください。（原則として返却不可）
サイズ：自由　締め切り：９月末日
※詳細は、まちかど情報センターまで

“The まつり 2007”

　　

■ 問い合わせ　石岡市立中央図書館  
　　　　　　　   ☎２４‐１５０７

図書館つうしん
《特別図書整理休館のお知らせ》
　９月15日（土）から30日（日）まで、蔵書点検・
システム更新のため中央図書館、中央公民館・東地区
公民館・城南地区公民館の図書室が休館になります。
　休館期間中に中央図書館に本を返す方は、玄関脇に
ある「返却ポスト」をご利用ください。ただし、ビデオ、
ＣＤやフロッピー、ＣＤ -ＲＯＭ付きの図書は、お手
数でも開館日に直接カウンターへお持ちください。
　なお、中央公民館、東地区公民館、城南地区公民館
でも返却できます。
　次の開館は10月2日（火）からです。
    ご理解、ご協力をお願いします。　

【休  館  日】
　  9月　　3・10・15～30日
    10月　　1・8・9・15・22・29・31日

◆9月8日（土）　14：30～（約３０分）
《9月のおはなし会》中央図書館２階
◆9月8日（土）　14：３０～（約３０分）
《9月のおはなしフレンズ》中央公民館和室

＊対象は、幼児から小学校中学年ぐらいまで、また
　興味がある方はぜひお出でください。

◆9月1日（土）　14：30～（約３０分）
《9月のおはなし玉手箱》中央図書館２階

出演：石出健郎と
　　　　　プメハナ・ウクレレ・アイランダース

石岡の祭礼のため、９月14
日（金）～18日（火）の間、
日常業務を休止いたします。

ミニギャラリー

※10月1日より、図書館のホームページアド
レス、メールアドレスが変更になります。
ホームページ　http://www.city.ishioka.lg.jp
Ｅメール　toshokan@city.ishioka.lg.jp

２７　広報いしおか　№４６



  

を実施します

未働 るえ考を来 く
平成19年 10月 1日 現在で

就業構造基本調査
　全国から抽出された 45 万世帯の 15 歳以上の方々を対象に、
ふだん何か収入になる仕事をしているかどうかや就業に関する
希望などについて調査します。
　調査結果からは、若者、高齢者や女性の多様化する就業構造
の変化に伴う雇用流動化の実態など就業に関する詳しい状況が
明らかになり、国や県（石岡市）の雇用政策や経済政策などの
各種行政施策を立案する際の基礎資料となります。

　調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い調査票の
記入をお願いしますので、よろしくご協力ください。
　総務省統計局ホームページ　http://www.stat.go.jp/
問い合わせ　市役所 企画課 　 ☎ 23-1111（内 222）

９
月
は
茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
で
す

　

茨
城
県
で
は
、
毎
年
９
月
を
認

知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
月
間
と

し
て
、
そ
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
、

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
介
護
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
県
や
市

町
村
で
は
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研

修
事
業
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

９
月
29
日
（
土
）

場
所　

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

内
容　

精
神
科
医
師
に
よ
る
認
知
症
医

療
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
の
講
演
会

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県  

長
寿
福
祉
課

☎
０
２
９・３
０
１・３
３
２
６

（
社
）
茨
城
県
医
師
会

☎
０
２
９
・２
４
１
・８
４
４
６

石
岡
市
民
会
館　

自
主
事
業

梅
沢
富
美
男

～
魅
力
の
す
べ
て
～

■
日
時　

10
月
６
日
（
土
）

・
昼
の
部　

開
演 

午
後
２
時
【
開
場 

午
後
１
時
30
分
】

・
夜
の
部　

開
演 

午
後
６
時
【
開
場 

午
後
５
時
30
分
】

■
会
場　

石
岡
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
金
（
当
日
は
５
０
０
円
増
）
※
全
席
指
定

　

Ｓ
席
５
８
０
０
円　

Ａ
席
４
８
０
０
円

※
末
就
学
児
の
入
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

　

石
岡
市
民
会
館
・
石
岡
sc
ぱ
れ
っ
と
1F
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

中
央
公
民
館
で
好
評
絶
賛
発
売
中

お
詫
び
と
訂
正

◇
広
報
い
し
お
か
８
月
15
日
号
「
９

月
の
行
事
・
健
診
・
緊
急
診
療
」
の

記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
16
日
石
岡
の
お
ま
つ
り（
大
祭
）

で
す
。
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　

梅
沢
富
美
男
…
舞
台
公
演
で
は
、
軽
妙
洒
脱
に
て
抱
腹
絶

倒
の
三
枚
目
か
ら
感
動
演
技
ま
で
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
「
下

町
の
玉
三
郎
」
と
呼
ば
れ
る
華
麗
に
し
て
妖
艶
な
女
形
。

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
民
会
館　

☎
２
２
・
５
１
８
７

　

主
催
…
石
岡
市

　

後
援
…
石
岡
市
教
育
委
員
会
・
石
岡
商
工
会
議
所
・
八
郷
商
工
会　

 

「
誰
に
も

分
か
っ
て

も
ら
え
な

い
…
…
」、

「
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

…
…
」。
そ
ん
な
孤
独
と
絶
望
の
中

で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
の
声
に
耳

を
傾
け
、
受
け
止
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
の
〝
こ
こ
ろ
〟
が
少
し

で
も
和
ら
ぎ
、
希
望
と
勇
気
を
も
っ

て
再
び
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
願
い

開
設
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
『
自

殺
予
防 

い
の
ち
の
電
話
』。

　

９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
、
毎
月

10
日
の
午
前
８
時
か
ら
翌
日
午
前
８

時
ま
で
の
24
時
間
、
通
話
料
無
料
の

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
、
こ
こ
ろ
の
苦
し
み
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。

主
催　

社
会
福
祉
法
人　

い
の
ち
の

電
話　

後
援　

厚
生
労
働
省

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６

「
自
殺
予
防　

 

い
の
ち
の
電
話
」
開
設

１部　お芝居
２部　歌謡ショー

広報いしおか　№４６　２８

梅沢武生劇団



　
　
　
　

  

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

さ
く
ら
通
り
も
欅
通
り
も
け
ふ
青

葉
下し

づ
え枝

に
触
れ
て
自
転
車
は
ゆ
く

　
　
　
　

    

東
光
台　

内
田
千
代
子

畑
境
に
卯
の
花
咲
き
て
時
鳥
「
森

が
切
ら
れ
た
」
と
鳴
く
が
に
聞
ゆ

　
　
　

東
石
岡
三　

田
村　

満
佐

嬰
児
の
肌
の
如
く
に
美
し
き
土
の
中

よ
り
掘
り
し
じ
ゃ
が
い
も

南
台
一　

元
木　

正
子

豌
豆
の
支
柱
に
吊
せ
る
不
用
の
Ｃ

Ｄ
時
を
り
揺
れ
て
光
を
か
へ
す

山　

崎　

荒
井　

幸
子

練
習
の
成
果
出
さ
む
と
コ
ー
ラ
ス
の

舞
台
に
い
よ
よ
指
揮
待
ち
て
立
つ

　
　
　
　

    

柴　

内　

羽
生　

  

俊

病
弱
の
わ
り
に
吾
が
声
ひ
び
く
な
り

近
所
に
ひ
び
い
て
ま
た
叱
ら
れ
る

　
　
　
　

    

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

電
線
に
音
符
の
ご
と
く
と
ま
り
た
る

燕
ら
羽
を
整
え
て
と
ぶ

　
　
　
　

  

須　

釜　

広
瀬　

  

道

莢
隠
元
を
な
り
こ
ろ
豆
と
は
よ
く
名

付
く
摘
む
吾
と
生
る
豆
の
競
ふ
毎
日

　
　

俚

謡

　
　
　
　

総
社
二　

鈴
木　

虚
心

若
い
尼
僧
の　

写
経
の
部
屋
に

　

涼
し
水
仙　

活
け
て
あ
る

　

市
民
ず
い
ひ
つ

水
戸
城
址
と
江
戸
氏

　
　

打
田　

昇
三

「
水
戸
城
は
佐
竹
氏
に
よ
る
16
世

紀
の
大
改
修
で
近
世
城
郭
に
な
っ

文
芸
い
し
お
か

国
府
六　

大
西　

和
子

招
き
入
れ
ま
し
ょ　

谷
川
風
を

　

味
も
ひ
と
し
お　

夏
料
理

東
石
岡
四　

惣
野
代
英
子

母
の
手
縫
い
の　

形
見
の
浴
衣

　

忍
ぶ
今
宵
の　

ホ
タ
ル
狩
り

府
中
二　

稲
田　

す
み

カ
ッ
プ
一
杯　

入
浴
剤
が

　

梅
雨
の
気
分
を　

遠
ざ
け
る

国
府
二　

篠
原
美
千
代

絵
本
枕
に　

涼
し
い
木
陰

　

坊
や
昼
寝
の　

夢
心
地

杉
並
四　

助
川　

浩
史

親
に
も
ら
っ
た　

健
康
体
に

　

酒
が
ほ
ど
良
い　

酔
い
心
地

下　

林　

額
賀　

力
江

造
り
松
で
す　

嫁
い
だ
娘

　

姑
の
庭
師
の　

手
に
馴
染
む

　
　
　
　

  

下　

林　

谷
島　

清
風

三
世
同
居
に　

乱
も
な
く
て

　

嫁
が
舵
取
る　

世
帯
舟

川　

又　

関　
　

清
志

帯
を
迎
え
に　

雨
引
詣
で

　

嫁
が
手
を
引
き　

和
む
姑

柿　

岡　

鈴
木　

千
代

さ
り
げ
な
い
よ
に　

姑
親
立
て
ゝ

　

家
族
リ
ー
ド
の　

出
来
た
嫁

　
　

俳

句

　
　

府
中
五　

土
井　

湧
輔

真
心
を
一
途
に
生
き
て
白
木
槿　
　

泉　

町　

石
神　

秋
羅

浄
土
か
ら
ロ
マ
ン
背
負
い
し
大
賀
蓮

国
府
四　

大
場　

和
子

崩
す
に
は
惜
し
い
幸
せ
か
き
氷

高　

浜　

羽
生
ユ
キ
エ

雨
止
み
て
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
列
に
入
り

　
　
　
　
　

旭
台
一　

 

綿
引 

さ
か
え

半
夏
生
境
界
の
な
い
両
隣
り

　
　
　
　

   

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

夏
の
雲
見
上
げ
て
帰
路
を
明
る
く
す

         

高　

浜　

戸
井
田　

厚

一
ト
筧
弁
天
池
へ
岩
清
水

柿　

岡　

岩
田
た
だ
し

陶
房
は
閉
ざ
し
鶯
老
い
を
鳴
く

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

遠
目
に
も
眩
し
き
ほ
ど
の
椎
若
葉

　
　
　
　
　

宇
治
会　

萩
原　

   

清

四
阿
に
老
鶯
聞
き
つ
憩
ひ
け
り

  　

    

短

歌

　
　
　
　

村　

上　

小
松　

好
子

ラ
イ
オ
ン
の
牙
む
き
吼
え
る
一
瞬
を
ガ

ラ
ス
隔
て
て
ま
と
も
に
向
う

　
　
　
　
　

茨
城
二　

鈴
木　

  

緑

梅
雨
さ
中
七
夕
か
ざ
り
に
せ
い
を
出

す
私
の
部
屋
が
は
な
や
か
に
な
る

　

昭
和
35
年
頃
、
市
内
小
幡
地
区
を
中

心
と
す
る
町
内
の
郷
土
史
愛
好
者
た
ち

に
よ
っ
て
、筑
東
史
談
会
が
結
成
さ
れ
、

以
来
50
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
史
談
会
と
し
て
の
行
事
は
春

秋
2
回
の
史
跡
探
訪
が
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。
探
訪
先
は
、
古こ

じ
ょ
う
し

城
址
や
神
社
・

仏
閣
な
ど
が
多
い
の
で
、
神
主
さ
ん
や

住
職
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
数
年
前
、
旧
石
岡
市
内
史
跡
巡

り
の
際
に
は
、
総
社
宮
の
宮
司
さ
ん
の

ご
厚
意
で
、
社
宝
を
拝
観
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
総
社
文
書
（
平

安
末
期
か
ら
の
中
世
文
書
）
軍
扇
（
太

田
道
灌
・
佐
竹
義
宜
奉
納
）
三
十
六
歌

仙
偏
額
（
小
川
城
主
娘
奉
納
）、
何
れ

も
県
指
定
文
化
財
を
目
の
前
に
し
て
感

銘
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
こ
の
様
な
厚
遇
を
受
け
ら
れ
る
の
も

皆
先
輩
た
ち
の
長
期
に
亘わ

た

る
研
鑚
と
実

績
の
積
み
重
ね
が
、
筑
東
史
談
会
へ
の

信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

ま
す
。

　

現
在
会
員
数
48
名
、
今
年
6
名
、
昨

年
5
名
の
新
会
員
を
迎
え
て
、
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

文
化
協
会
だ
よ
り

筑
東
史
談
会 

代
表　
　

岡
崎　

悟
郎

た
」
と
す
る
定
説
が
発
掘
調
査
で
覆

り
、
江
戸
氏
の
整
備
説
が
浮
上
し
た

ら
し
い
。
大
だ
い
じ
ょ
う掾満
幹
の
本
城
だ
っ
た

水
戸
城
は
、
上
杉
禅
秀
の
乱
に
加
担

し
た
罪
で
江
戸
氏
に
所
有
権
が
移
さ

れ
、
満
幹
が
青
屋
神
社
祭
礼
で
石
岡

に
来
て
い
た
間
に
奪
わ
れ
た
の
だ
か

ら
、
取
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た

江
戸
氏
が
大
改
造
を
行
っ
た
こ
と
は

予
測
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
エ
ゴ
で
考
え
れ
ば
、
石
岡

の
名
門
・
大
掾
氏
衰
退
の
原
因
を

作
っ
た
江
戸
氏
に
触
れ
た
く
な
い

が
、
石
岡
が
徳
川
家
門
と
な
っ
た

初
代
藩
主
・
松
平
頼
隆
の
祖
母（
英

勝
院
）
は
、
江
戸
氏
と
す
る
説
が

あ
る
。
一
般
に
は
太
田
道
灌
の
子

孫
と
言
わ
れ
て
お
り
江
戸
氏
か
ら

太
田
氏
の
養
女
に
な
っ
た
の
だ
と

い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

証
拠
は
示
せ
な
い
が
私
は
逆
だ

と
思
っ
て
い
る
。
戦
国
の
世
と
は

言
え
英
勝
院
の
父
・
太
田
康
資
は

合
戦
で
義
父
の
遠
山
直
景
と
戦
い

討
ち
取
っ
て
い
る
。
徳
川
家
康
は

男
勝
り
で
才
媛
の
英
勝
院
を
寵
愛

し
、
経
歴
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う

に
、
佐
竹
に
滅
ぼ
さ
れ
た
水
戸
城

主
・
江
戸
重
通
の
息
女
と
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
重
通
は
家
康

に
拾
わ
れ
、
結
城
秀
康
（
家
康
の

二
男
）
に
仕
え
て
越
前
へ
赴
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　

２９　広報いしおか　№４６
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八
坂
神
社
祇
園
祭

八
坂
神
社
祇
園
祭

八
坂
神
社
祇
園
祭

八
坂
神
社
祇
園
祭

静
と
動
、
厳
か
に

　

長
い
間
伝
え
ら
れ
て
き
た
旗
が
青

空
に
た
な
び
い
て
い
る
。
各
町
内
で

は
、
山
車
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。

７
月
21
日
、
八
坂
神
社
祇ぎ

お
ん園
祭
。
遠

く
に
い
る
友
も
祭
り
に
だ
け
は
帰
っ

て
く
る
、
そ
ん
な
八
郷
地
区
を
代
表

す
る
お
祭
り
で
す
。

　

起
源
は
、
享
禄
年
間
に
柿
岡
城
主

が
那
珂
郡
か
ら
神
霊
を
八
坂
神
社
に

移
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
祭
り
は
、
夕
方
、
舘た

て
す
わ

諏
訪
神

社
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、
沿
道
を

練
り
歩
き
、
露
払
い
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
次
に
、
異
様
な
顔
の
３
匹
の
獅

子
が
舞
う
荒

あ
ら
じ
ゅ
く宿

八
幡
神
社
の
さ
さ

ら
舞
が
奉
納
さ
れ
る
と
、
神
輿
は
威

勢
の
い
い
か
け
声
と
と
も
に
、
神し

ん
で
ん殿

町
内
の
若
衆
の
手
で
、
御お

か
り
や

仮
殿
へ
の

渡と
ぎ
ょ御
に
つ
き
ま
す
。
無
事
到
着
す
る

と
神
事
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
一
日
目

が
終
わ
り
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
各
町
内
自
慢
の
豪
華

な
山
車
が
町
中
を
練
り
歩
き
、
お
囃

子
や
威
勢
の
い
い
か
け
声
が
町
内
に

響
き
わ
た
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
か

ら
く
り
人
形
も
お
披
露
目
さ
れ
、
華

麗
な
曲
芸
を
見
せ
る
唐
人
形
に
大
勢

の
方
か
ら
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
す
。

夕
方
に
は
祭
り
も
最
高
潮
を
迎
え
、

神
社
前
で
は
勇
壮
に
山
車
の
競
演
。

観
客
か
ら
は
数
百
年
の
伝
統
を
守
る

勇
壮
な
若
衆
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
が
終
わ

る
と
、
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。

神殿若衆による神輿の渡御

テンポの速い曲で踊るきつね

豪壮なのぼり旗

笛の音色もバッチリ

柿岡からくり人形 八坂神社前では山車の競演が行われ、大勢の見物客が見とれていました

浴衣姿の子供たちもどこかワクワク舘諏訪神社の獅子

荒宿のささら



例大祭・神幸祭 ［9月15日］ 大    　祭 
　總社宮の御神体が神輿にて年 

番町泉町の御仮殿（おかりや）へ 

渡御（とぎょ）する祭です。 

　總社宮本殿に各町内の氏子代 

表が参集して発輿祭（はつよさい） 

が行われます。午後２時、花火 

を合図に神輿の渡御となり、供 

奉行列（ぐぶぎょうれつ）を組ん 

で年番町泉町の御仮殿へ向かい 

ます。 

［9月16日］

　午前11時から總社宮境内では 

茨城県高等学校相撲選手権大会 

（奉納相撲）が行われ、神楽殿 

(かぐらでん）では浦安の舞と染 

谷十二座神楽が奉納されます。 

　午後からは、 

幌獅子のパレー 

ド、山車のパレ 

ードが行われま 

す。 

還  幸  祭 ［9月17日］
　午後２時、年番町泉町の御仮 

殿より神輿が出御し、神幸祭と 

同じ供奉行列にて本殿へ還御し 

ます。 

　各町の出し物は、各自の町内 

を廻りながら所定の位置に整列 

し、神輿の還御を待ちます。神 

輿が本殿に着御すると、還幸祭 

神事、年番町の引き継ぎが行わ 

れます。 

平成19年　 常陸國總社宮大祭 

月 日 
土 159 日 

日 16 日 
祝 17

石岡のおまつり（常陸國總社宮大祭） 
　江戸時代元禄期に「家内安全」「無病息災」を祈願する庶民のまつりとして大いに発展し、 

現在に至っています。「関東三大祭り」の一つとも言われており、格式高い神輿をはじめとし 

て、絢爛豪華な山車や勇壮な幌獅子など四十数台が市中心部を巡行します。おまつり期間中の 

三日間で約四十三万人もの見物客が訪れます。 

一口メモ 一口メモ 

年番制度 
　石岡のおまつりは、１年交代による年番町を中心 

に行われます。この制度は、明治３５年（１９０２年） 

に確立しました。 

　年番町は、おまつり終了時に次の年番町に引き継 

ぐまでの１年間、神社への奉仕に努めます。年番加 

盟町15町内が、各年ごとに交代でその年のおまつり 

の年番町となり、年番町となった町内には御仮殿が 

設けられます。 

　今年の年番町は、泉町です。 

 

神　　輿 
　明治30年９月９日石岡市青木町の棟梁小井戸彦 

五郎によって制作され、平成９年９月９日栃木県石 

橋町神輿師小川政次によって修復されました。 

 

さ さ ら 
　格式高く「７度半の迎えをうけて出る」と言われ、 

神輿の露祓いの先頭に立ちます。神社札・稲穂・榊 

等を飾り、紺地に八咫烏（やたがらす）を染めぬいた 

幕を張った屋台で、異様な顔の３匹の獅子が操られ 

ながら舞う姿は独特の雰囲気があります。總社宮・ 

御仮殿などでは、屋台の外での舞が奉納されます。 

　３匹の獅子は、老獅子・若獅子・女獅子と呼ばれて 

います。獅子頭は全体に黒漆が塗られ、目・歯に金 

箔が施され、咽頭部は軍鶏の羽で覆われており、老 

獅子・若獅子には特異な太く長い角がついています。 

 

幌 獅 子 
　車輪を付けた車体の上に小屋を作り、布の幌（胴 

幕）をかけます。幌の色は通常２色で、各町独自の 

色を使います。この先端に獅子頭を付け、１人でか 

ぶり持ち、舞いながら進みます。獅子頭の大きさは 

各町によって異なりますが、およそ幅50～60cm、重 

さは20kg前後です。小屋（標準の大きさで幅２m・ 

奥行５ｍ・高さ２.５ｍ）の中には囃子連が乗り、大 

太鼓・小太鼓・笛・鉦で奏します。曲は単純ですが 

勇壮なものです。 

　小屋を付けた幌獅子は全国でも珍しいもので、石 

岡のおまつり特有のものです。 

 

山　　車 
　屋根のない２層または３層建てで、１層が勾欄 

（こうらん）と呼ばれる手すりを巡らせた舞台にな 

っています。石岡囃子に合わせ、面を付け衣装を着 

た踊り手が、様々な仕草を演じます。 

　上層には、各町独自の２ｍもある人形が飾られて 

います。隣には低い電線や伸びた樹木から人形を守 

るために刺股（さすまた）を持った人が乗り、人形 

守（にんぎょうもり）とも呼ばれています。 

　台座には、直径40cm～50cmの四輪と長さ30ｍ以 

上の曳綱が付けられ、祭衣装の子供たちによって曳 

かれます。 

 

石岡囃子 
　囃子連は15名程度で編成されます。 

　おまつりの朝に青年、子供たちが集まり「さんぎり」 

という曲を始めると山車の出発です。「さんぎり」は、 

山車の出発時と帰着時に奏し、踊りはありません。 

その他の曲は、おかめ（四丁目）・ひょっとこ（仁羽） 

・きつね（新馬）とあり、大太鼓（長胴）１・小太 

鼓（〆太鼓）２・笛１・鉦１によって奏され、面を 

付けた踊り手によって面白おかしく踊られます。 

　おかめは、静かな曲でゆっくり踊られます。 

　ひょっとこは、滑稽な仕草で見物客を笑わせます。 

曲もリズミカルで、面も「大笑」・「一文字」・「べろ 

出し」等があります。 

　きつねは、テンポの速い曲で「切返し」と称し、大 

切り・中切り・乱拍子と変化に富んでいます。当然 

踊りも勇壮で２匹、３匹と出てくることもあります。 
平成18年度  いしおかフォトコンテストおまつり部門  石岡市長賞「嬉声とびかう」 

おまつり 

平成18年度  いしおかフォトコンテストおまつり部門 
　　　　　　　　　　石岡市観光協会会長賞「無心の舞い」 
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石岡のおまつり振興協議会・石　岡　市 
石岡警察署・石岡地区交通安全協会 
祭  礼  本  部　@ 0299－24－5441

石岡のおまつり 交通規制のお知らせ 平成 ��年 月 日 
土 159 日 

日 16 日 
祝 17

シートベルトを着用しよう!!

※15日と17日の行列巡行の際は総社宮と 

　御仮殿周辺道路が特に混み合いますの 

　でご協力ください。 

※15日  神幸祭行列  総社宮出発　14:00 

※17日  還幸祭行列  御仮殿出発　14:00

ノーマイカーにご協力を!
道路は、たいへん混雑します 
電車・バスをご利用ください 飲んだら乗るな!! 乗るなら飲むな!!飲んだら乗るな!! 乗るなら飲むな!!
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まち蔵 藍 

まちかど 
情報センター 

イベント広場 

御仮殿 

石岡駅発着バスルートのご案内 

関東鉄道・関鉄グリーンバス 
おまつり期間中（３日間）のバスルートは、 
次のようになります。 

◎路線バス 

　・土浦駅行／志筑経由柿岡車庫行 
　  ［8:30～最終便まで］ 
　　交通規制地域内を迂回し、国道6号経由 

　・高浜駅経由鉾田駅行 
　  ［8:30～最終便まで］ 
　　貝地寺前から石岡駅へ 

　・林経由柿岡車庫行 
　  ［8:30～最終便まで］ 
　　交通規制地域内を迂回し、国道6号・355 
　   バイパス道路経由 

・その他の路線は、通常通りの運行です。 

山車・幌獅子交差点 
進入時は車輌規制 
いたします 

◎ 8時30分から最終まで迂回路に○から○ 
　の仮停留所を設置します。 
1 2

3

貝地寺前 国府六丁目 
宮 下 町 

泉町通
り 

1 3
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